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令
和
六
年
（
二
〇
二
四
）
一
月
一
日
に
石
川
県

の
能
登
地
方
を
震
源
と
し
た
能
登
半
島
地
震
が
発

生
し
ま
し
た
。
こ
の
地
震
で
は
多
く
の
方
が
被
害

に
あ
わ
れ
、
今
で
も
大
変
な
思
い
を
さ
れ
て
い
ま

す
。 

 

 

災
害
が
発
生
し
た
際
、
ま
ず
は
生
命
を
守
る
こ

と
、
そ
し
て
、
生
活
を
立
て
直
す
こ
と
が
最
優
先

課
題
と
な
っ
て
き
ま
す
。 

 

災
害
か
ら
の
復
興
の
な
か
で
、
こ
れ
ら
の
最
優

先
課
題
に
加
え
て
、
自
分
た
ち
の
住
む
地
域
の
歴

史
や
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
示
す
文
化
財
を
救
う

こ
と
も
、
重
要
な
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。 

 

災
害
が
発
生
す
る
と
、
文
化
財
も
被
害
を
受
け

た
り
、
直
接
被
害
を
受
け
な
く
て
も
生
活
再
建
の

た
め
の
片
付
け
で
捨
て
ら
れ
て
し
ま
っ
た
り
、
管

理
す
る
人
が
不
在
と
な
り
管
理
さ
れ
な
く
な
っ
た

り
し
て
し
ま
う
こ
と
が
出
て
き
ま
す
。 

能
登
半
島
地
震
に
お
い
て
も
、
地
元
の
自
治
体

の
文
化
財
保
護
部
門
や
博
物
館
、
国
（
文
化
財
防

災
セ
ン
タ
ー
）
、
そ
し
て
史
料
ネ
ッ
ト
（
災
害
発
生

時
に
文
化
財
を
守
る
た
め
に
結
成
さ
れ
た
団
体
）

が
、
文
化
財
を
救
う
活
動
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。 

 

私
た
ち
が
住
む
静
岡
県
に
お
い
て
も
南
海
ト
ラ

フ
地
震
の
被
害
が
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、 

 

近
年
は
大
雨
に
よ
る
被
害
も
増
え
て
い
ま
す
。
万

一
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
備
え
て
、
文
化
財
の

レ
ス
キ
ュ
ー
の
準
備
を
事
前
に
し
て
お
く
こ
と
が

大
切
で
す
。 

 

事
前
に
で
き
る
準
備
に
は
、
文
化
財
が
あ
る
場

所
や
保
管
状
況
を
把
握
し
て
お
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
災
害
が
発
生
し
て
か
ら
文
化
財
が
ど
こ
に
あ

る
か
を
探
し
て
い
て
は
、
救
い
出
す
ま
で
に
時
間

が
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
事
前
に
文
化
財
の
所

在
や
保
管
状
況
を
把
握
し
て
お
く
こ
と
で
、
災
害

発
生
時
に
早
く
確
認
の
動
き
が
と
れ
ま
す
。
ま

た
、
所
在
や
保
管
状
況
を
確
認
す
る
際
、
所
蔵
者

に
文
化
財
を
守
る
た
め
の
声
か
け
や
ア
ド
バ
イ
ス

も
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。 

浜
松
市
博
物
館
で
は
、
令
和
七
年
（
二
〇
二

五
）
か
ら
大
学
の
教
員
等
と
連
携
し
な
が
ら
、
浜

松
市
内
の
文
化
財
の
う
ち
古
文
書
の
所
在
状
況
の

確
認
を
始
め
ま
し
た
。
ま
ず
は
、
佐
久
間
地
区
で

調
査
を
進
め
て
い
ま
す
。 

 

災
害
に
よ
っ
て
文
化
財
が
被
害
に
あ
わ
な
い
こ

と
が
一
番
良
い
の
で
す
が
、
完
璧
に
被
害
を
防
ぐ

こ
と
は
困
難
で
す
。
例
え
ば
大
雨
や
津
波
に
よ
っ

て
文
化
財
が
水
に
浸
か
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
そ
れ

に
よ
っ
て
カ
ビ
が
は
え
て
し
ま
っ
た
り
す
る
と
、 

「
ご
み
」
と
し
て
処
分
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
水
に
濡
れ
て
し
ま
っ
た
文
化

財
で
も
レ
ス
キ
ュ
ー
の
方
法
が
あ
り
、
実
際
に
台

風
被
害
や
東
日
本
大
震
災
の
津
波
被
害
を
受
け
た

文
化
財
が
救
済
さ
れ
て
い
ま
す
。 

そ
れ
ら
の
レ
ス
キ
ュ
ー
活
動
に
あ
た
っ
た
方
々

に
よ
っ
て
、
水
に
ぬ
れ
た
古
文
書
を
中
心
に
紙
資

料
を
救
う
方
法
を
学
ぶ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
各
地

で
開
か
れ
て
い
ま
す
。
当
館
で
も
そ
れ
ら
の
方
々

に
教
え
を
受
け
て
、
昨
年
十
二
月
二
十
六
日
に
市

民
向
け
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
し
た
。

参
加
者
の
方
々
に
は
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

 

災
害
の
被
害
を
受
け
て
も
、
文
化
財
を
守
る
方

法
が
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
日
頃
か
ら
身
の
回
り

の
文
化
財
に
も
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

が
、
文
化
財
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
る
こ
と
を
知

っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

    
 

   

浜松市博物館で行われたワークショップの様子 

水にぬれた模擬古文書の水分をとって乾燥させる体 
験をしました。 



                                      

★小展示「道具たちの 100 年」 

2025 年 11 月 22 日(土)～2 月 23 日(月・祝) 

「回転の力を生かした道具たち」のテーマのもと、道具 

と暮らしの移り変わりを展示しています 

 

★干支展「ウマ」 

1 月 29 日(木)～3 月 8 日(日) 

2026 年の干支「ウマ」にちなんだ資料を、豊橋市自然 

史博物館との相互貸借により紹介します。 

 

★小展示「屏風や襖の下張文書からわかるもの」 

３月 2０日(金・祝)～５月２４日(日) 

当館で行っている下張文書の調査成果をご紹介します。 

 

★小展示「5 世紀の伊場遺跡」 

３月 2０日(金・祝)～6 月２3 日(火) 

5 世紀の伊場遺跡をさまざまな出土品からご紹介します。 

 

 

 

 

 

  

    

★昔のくらし体験館 

 2 月 21 日(土)～2 月 22 日(日) 

・昔の道具体験、ガイドツアー等を実施します。 

 

★かやぶき屋根の下で聞く日本の昔ばなし 

2 月 14 日(土) 、3 月 14 日(土) 

14:00～14:30（申込不要） 

会場 旧高山家住宅（蜆塚公園内） 

 

★春休み体験館 

3 月 2０日(金)～3 月２９日(日) 

 ※ 2３日(月)は休館日 

＜事前予約制のイベント＞ 

・ミニ織物体験（募集期間 2/13～3/12） 

・屏風の中に眠っている古文書を見つけ出せ 

       （募集期間 2/1～3/11） 

他にも当日参加可能なイベントを実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

催し物のご案内 

浜松市博物館    

〒432-8018 浜松市中央区蜆塚四丁目 22 番 1 号  
電 話:053—456—2208 

メール:hamahaku@city.hamamatsu.shizuoka.jp    

 

※各事業の詳細は、HP や SNS でご確認ください。 

※イベントは、変更、中止になる場合があります。 

左から 

ホームページ 

Ⅹ（旧ツイッター）

インスタグラム 

【収蔵資料の紹介】 

区長日誌 
 

開館時間：午前９時～午後５時 

休館日：月曜日（休日の場合翌日）           

     臨時休館日（2/25） 

本資料は、恒武町（中央区）の方から寄贈を

受けた、昭和 7 年（1932）の区長日誌です。

寄贈者の曽祖父が当時豊西村の第五下区（恒武

町）の区長を務めていたため作成されたと考え

られます。 

豊西村は明治 22 年（1889）から昭和 26

年（1951）までの間にあった自治体で、現在

の笠井地区の一部が村域でした。 

区長日誌には、区長として作成した記録や豊

西村からの通知が記されています。通知に記さ

れている内容は衛生や税、軍事に関わることな

ど多岐にわたります。写真で掲載したのは、昭

和 7 年 4 月 21 日に富士郡大宮町（現富士宮

市）で起きた大火の罹災者
り さ い し ゃ

に対する義捐
ぎ え ん

金
き ん

を募

集するとの趣旨の通知です。 

豊西村からの通知は、原本があったと考えら

れますが、区長日誌にはそれらを写して記載を

しています。区長の業務にとって通知を把握す

ること、そして記録に残しておくことが必要な

ことと、本資料の寄贈者の曽祖父は考えていた

ようです。 

原本が残されていなくても、区長日誌にこの

ように豊西村からの通知を写してあることか

ら、豊西村の行政のあり方の一端をうかがうこ

とができます。 

伊場遺跡出土滑石製模造品 

mailto:hamahaku@city.hamamatsu.shizuoka.jp

